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資本準備金の額の減少及び剰余金の処分に関するお知らせ 

  

Chordia Therapeutics 株式会社（本社：神奈川県藤沢市、代表取締役：三宅洋）は、2026 年 10

月 22 日開催の取締役会において、資本準備金の額の減少及び剰余金の処分を決議いたしましたの

で、下記のとおりお知らせいたします。  

 

1. 資本準備金の額の減少の目的 

現在生じている欠損を填補するとともに、今後の資本政策の柔軟性及び機動性を確保し、資

本構成の最適化を図ることを目的として、会社法第 459 条第 1 項の規定に基づく当社定款の

定めにより、資本準備金の額を減少し、その他資本剰余金に振り替えるとともに、増加後の

その他資本剰余金を繰越利益剰余金に振り替え、繰越利益剰余金の欠損額の填補に充当する

ものであります。なお、本件は会社法第 449 条第１項但書の要件に該当するため、債権者異

議申述の手続きは不要となります。 

 

2. 資本準備金の額の減少の要領  

会社法第 448 条第 1 項の規定に基づき、資本準備金の額を減少し、同額をその他資本剰余金

に振り替えます。 

（１）減少する準備金の項目及びその額：資本準備金 1,455,144,346 円 

（２）増加する剰余金の項目及びその額：その他資本剰余金 1,455,144,346 円 
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3. 剰余金の処分の要領 

会社法第 452 条の規定に基づき、上記 2.の振り替え後のその他資本剰余金を繰越利益剰余金

に振り替えることで、欠損填補に充当いたします。 

（１）減少する剰余金の項目及びその額：その他資本剰余金 1,455,144,346 円 

（２）増加する剰余金の項目及びその額：繰越利益剰余金 1,455,144,346 円 

 

4. 資本準備金の額の減少及び剰余金の処分の日程 

（１） 取締役会決議日：2026 年 10 月 22 日 

（２） 効力発生日：2026 年 10 月 22 日 

 

5. 今後の見通し 

本件は、純資産の部における科目間の振り替えであり、純資産額及び発行済株式総数は変更

ありませんので、１株当たり純資産額に変更が生じるものではございません。 

 

Chordia Therapeutics 株式会社について 

当社は、臨床開発品を擁するがん領域専門の研究開発型バイオベンチャーとして、神奈川県藤沢

市に本社を置き活動しています。当社のリードパイプラインである CLK 阻害薬 rogocekib（CTX-

712）は、米国での第 1/2 相試験を進行中です。rogocekib は、がんの脆弱性をターゲットにして

おり、有望な治療薬としての可能性が期待されています。また、当社は、リードパイプラインの

rogocekib、MALT1 阻害薬 ocipumaltib（CTX-177）に加え、CDK12 阻害薬 CTX-439、GCN2 阻

害薬など、複数のパイプラインの研究開発に取り組んでいます。  

詳細は、当社ウェブサイト（https://www.chordiatherapeutics.com/）をご覧ください。 
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